
　

報
告
会
の
概
要

　
『
地
宝
の
ひ
び
き
‐
第
１
回
和
歌
山
県

文
化
財
調
査
報
告
会
‐
』
を
、
平
成
18
年

６
月
３
日
、
県
立
図
書
館
（
き
の
く
に
志

学
館
）
の
２
階
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
名
の
多
く
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
か
ら
も
来
場
し
て

い
た
だ
き
、
報
告
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
文
化
財
に
つ
い

て
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
、
ま
た
、
和
歌

山
県
下
の
文
化
財
調
査
が
現
在
ど
の
よ
う

な
形
で
進
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
県
教
育
委
員
会
、
各

市
町
村
教
育
委
員
会
の
調
査
担
当
者
を
中

心
と
し
て
、
和
歌
山
県
内
で
の
昨
年
度
の

成
果
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
昨
年
度
行
わ
れ
た
各
地
域
で

の
発
掘
調
査
の
概
要
や
、
各
市
町
村
教
育

委
員
会
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
普

及
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
下
全
域
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
化

財
調
査
報
告
会
と
い
う
取
り
組
み
は
、
今

回
が
初
め
て
で
し
た
。
今
後
も
こ
の
報
告

会
は
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
次
の
開
催
時
に
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告
　
北
森
さ
や
か
）

　－第24号の主な内容－

１．「地宝のひびき

　　　－第１回和歌山県文化財

　　　　調査報告会－」の概要

２．今年度の発掘現場速報

３．「第16回　文化財センター

　　　速報展－紀州の歩み－」

　　　開催のお知らせ

会場風景（メディア・アートホール）

受付風景

地宝のひびき
　－第１回和歌山県
　　　文化財調査報告会－

県内の調査担当者による

　はじめての報告会を開催！

参加者約1０0名、

　盛況のうちに無事終了しました！

６月３日

ち　ほ　う

紀州の歴史と文化の風

文化財センター通信

　【かざぐるま】

財団法人　和歌山県文化財センター

平成18年６月26日発行

埋蔵文化財と文化財建造物のミニ情報誌

第

　24　号

１



①
参
加
者
に
つ
い
て

一
般:

90
名
　
男
性
75
名
（
83.

3
％
）

　
　
　
　
　 

女
性
15
名
（
16.

9
％
）

発
表
者:

８
名
（
セ
ン
タ
ー
職
員
除
く
）

セ
ン
タ
ー
職
員:

19
名
　
　
　
合
計
＝
117
名

　
＊
予
想
以
上
の
参
加
者
数
だ
っ
た
よ
う
に
思

　
う
。
広
報
の
仕
方
次
第
で
は
も
う
少
し
呼
べ

　
る
の
で
は
な
い
か
。
男
性
の
参
加
者
が
大
半

　
を
占
め
る
。
女
性
を
も
っ
と
呼
び
込
む
工
夫

　
が
必
要
か
。

②
参
加
者
住
所
（
一
般
90
名
中
）

県
内:

80
名
（
88.

9
％
）

　
和
歌
山
市
46
・
海
南
市
２
・
岩
出
市
６
・

　
紀
の
川
市
７
・
橋
本
市
２
・
か
つ
ら
ぎ
町
２

　
・
高
野
町
２
・
九
度
山
町
１
・
有
田
川
町
１

　
・
湯
浅
町
１
・
み
な
べ
町
１
・
田
辺
市
２
・

　
那
智
勝
浦
町
１
・
不
明
６
　
　

県
外:

９
名
（
10.

0
％
）
、
不
明:

１
名

　
大
阪
府
７
名
・
奈
良
県
２
名

　
＊
全
体
90
名
の
う
ち
和
歌
山
市
の
割
合
＝

　
51.

1
％
、
県
外
で
は
和
歌
山
市
以
外
か
ら
の

　
参
加
者
も
多
く
、
紀
南
地
方
か
ら
も
参
加
し

　
て
く
れ
た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
が
１
割
に

　
も
な
っ
た
。
広
報
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
も
う

　
少
し
参
加
者
が
増
え
る
と
思
う
。

③
参
加
者
年
齢
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

<

男
性>

20
歳
以
下
０
名
　
20
歳
代
３
名

　
30
歳
代
３
名
　
40
歳
代
４
名
　
50
歳
代

　
６
名
　
60
歳
代
14
名
　
70
歳
以
上
10
名

<

女
性>

20
歳
以
下
０
名
　
20
歳
代
０
名

　
30
歳
代
０
名
　
40
歳
代
１
名
　
50
歳
代

　
２
名
　
60
歳
代
１
名 

　
70
歳
以
上
３
名

　
＊
多
い
の
は
60
代
・
70
代
以
上
の
男
性
（
全

　
体
の
約
半
数
）
。
女
性
並
び
に
30
代
以
下
の

　
参
加
は
少
な
い
。
若
い
世
代
と
女
性
に
感
心

　
を
持
っ
て
も
ら
え
る
企
画
と
広
報
が
課
題
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
（
回
答
数
47
名
）

◎
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
し
た
？

　a
.

知
っ
て
い
た
：
41
名
（
87.

2
％
）
　

　b
.

知
ら
な
い
：
３
名
（
6.

4
％
）
　
　

　c
.

初
め
て
知
っ
た
：
３
名
（
6.

4
％
）

◎
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
参
加
し
た
こ
と
？

　a
.

あ
る
：
30
名
（
66.

7
％
）

　b
.

な
い
：
15
名
（
33.

3
％
）

◎
報
告
会
の
内
容
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　a
.

よ
か
っ
た
：
25
名
（
55.

6
％
）
　
　

　b
.

ふ
つ
う
：
12
名
（
26.

7
％
）

　c
.

難
し
か
っ
た
：
８
名
（
17.

7
％
）

◎
今
後
こ
の
よ
う
な
企
画
に
参
加
す
る
？

　a
.

参
加
す
る
：
38
名
（
84.

4
％
）
　
　

　b
.

わ
か
ら
な
い
：
７
名
（
15.

6
％
）

◎
今
回
の
催
し
を
ど
こ
で
知
り
ま
し
た
？

　a
.

新
聞
・
テ
レ
ビ
：
24
名

　b
.

ち
ら
し
：
13
名
、c

.

知
人
：
７
名

　d
.

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
０
名

　
＊
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い
人
や
催
し
に
参
加

　
し
て
い
な
い
人
の
参
加
は
意
義
が
大
き
い
。

　
内
容
は
、
難
し
い
17.

7
％
の
意
見
を
受
け
止

　
め
る
必
要
が
あ
る
。
広
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
の
役
割
が
低
い
。
新
聞
等
の
情
報
で
参
加

　
し
た
人
が
多
く
、
全
紙
掲
載
さ
れ
る
よ
う
情

　
報
提
供
方
法
を
再
検
討
。
ち
ら
し
配
布
は
効

　
果
が
あ
る
が
よ
り
効
率
的
な
配
布
を
要
検
討
。

⑤
み
な
さ
ん
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

☆
よ
か
っ
た
点

・
県
内
各
地
の
様
子
が
ま
と
め
て
聞
け
て
良
か

っ
た
。
発
掘
（
時
代
か
地
域
順
で
）
、
普
及
、

整
備
な
ど
区
分
す
れ
ば
、
な
お
良
か
っ
た
。

・
県
内
の
調
査
（
市
町
村
）
の
と
り
く
み
を
き

く
の
は
は
じ
め
て
で
よ
か
っ
た
。

・
立
派
な
資
料
集
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

・
ス
ラ
イ
ド
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

・
県
下
の
自
治
体
発
掘
担
当
者
を
一
堂
に
会
し

て
報
告
さ
せ
た
計
画
は
大
ヒ
ッ
ト
。
次
年
度
へ

続
け
て
ほ
し
い
。

☆
難
し
か
っ
た
点
・
悪
か
っ
た
点

・
専
門
用
語
が
多
く
素
人
に
は
理
解
し
難
い
と

思
っ
た
。
一
人
の
持
ち
時
間
が
少
な
過
ぎ
る
。

・
早
口
で
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

・
Ｐ
Ｒ
・
広
報
も
っ
と
お
願
い
し
ま
す
。

・
１
回
目
と
い
う
事
で
発
表
者
、
主
催
者
で
準

備
不
足
の
方
も
お
ら
れ
聞
き
辛
い
事
も
あ
っ
た
。

・
説
明
し
た
内
容
が
概
ね
ど
の
時
代
の
も
の
か
、

西
暦
年
表
が
あ
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
る
の
に
。

・
全
部
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
発
表
願
い
ま
す
。

・
報
告
件
数
が
多
す
ぎ
ま
す
。

・
質
問
の
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
年
代
順
に
ま
と
め
て
報
告
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
　
仲
原
知
之
）

２

報告会　アンケート結果

　　今回の報告会で、参加者のみなさまから回答して

　いただいたアンケートの結果を報告したいと思います。

来年度以降、報告会を続けていくにあたって、みなさまから

　の意見を真摯に受け止めて、よりわかりやすく、より充

　　実した報告会を開催していきたいと思っています。

　　　　　　　（＊印＝報告者コメント）



３

『
地
宝
の
ひ
び
き
開
催
』
に
つ
い
て(

開
会
挨
拶
よ
り)

　

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
　
松
田
長
次
郎

　
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
和
歌
山
県
に
は
、
多
く
の
文
化
財
が

存
在
し
ま
す
。
海
・
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
と
と
も
に
生
き
た
人
々

の
営
為
が
、
古
来
よ
り
地
域
の
歴
史
を
育
ん
で
き
た
の
で
す
。

　
私
の
出
身
地
紀
南
地
方
の
田
辺
市
で
は
、
２
月
に
は
春
を
告
げ

る
梅
が
可
憐
に
咲
き
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。
田
辺
市
に
は
、

縄
文
時
代
早
期
の
土
器
が
出
土
し
た
高
山
寺
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。

市
街
を
一
望
す
る
高
山
寺
は
、
ま
た
南
方
熊
楠
の
菩
提
寺
で
す
。

天
神
崎
は
、
田
辺
湾
の
北
側
に
突
き
出
た
岬
で
、
森
・
磯
・
海
の

三
者
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
生
態
系
を
作
っ
て
い
る
美
し
い
自

然
で
す
。
ま
た
、
田
辺
市
は
、
熊
野
三
山
へ
の
主
要
な
参
詣
道
で

あ
る
熊
野
古
道
の
中
辺
路
と
大
辺
路
の
分
岐
点
に
あ
た
り
、
「
紀

伊
山
地
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
古
来
よ
り
つ
づ
く
自
然
環
境
や
文
化
財
は
、
守
ろ
う
と
す
る

意
識
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
埋
蔵
文
化
財
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
豊
富
な
考
古
資
料

の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
の
指
導
の
下
に
、

保
存
・
活
用
ま
で
一
貫
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
の
精
度
を
よ
り
高
め
、
地
域
の
埋
蔵
文

化
財
を
正
確
に
把
握
し
て
、
既
往
の
膨
大
な
成
果
を
整
理
・
集
約

し
て
、
遺
跡
デ
ー
タ
や
地
域
史
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
保
存
・

活
用
を
行
う
こ
と
の
基
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
総
論
と
し
て
、

市
町
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
和
歌

山
県
下
の
発
掘
調
査
成
果
を
調
査
担
当
者
が
報
告
す
る
「
地
宝
の

ひ
び
き
」
を
開
催
し
ま
す
。
各
論
で
は
、
各
市
町
と
共
催
で
普
及

事
業
を
進
め
ま
す
。
保
存
活
用
の
視
点
と
し
て
は
、
埋
蔵
文
化
財

以
外
の
文
化
財
の
、
時
代
や
種
別
の
特
性
を
考
慮
し
て
総
合
的
な

保
存
・
活
用
を
図
り
、
歴
史
が
見
え
、
感
じ
ら
れ
る
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
文
化
財
の
担
い
手
で
あ
る
地
域
住
民
と
の
連
携
及
び
参

加
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
学
ぶ
学
校
教
育
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
何
よ
り
も
肝
心
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
埋
蔵
文
化
財
課
と
共
に
文
化
財
建
造
物
を
扱

う
文
化
財
建
造
物
課
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
役
割
と
は
、
国
宝
・
重

要
文
化
財
な
ど
の
建
造
物
の
保
存
修
理
を
行
う
も
の
で
す
。
和
歌

山
県
内
の
多
く
の
建
造
物
解
体
修
理
を
実
施
し
、
そ
の
蓄
積
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
埋
蔵
文
化
財
課
と
文
化
財
建
造
物
課
の
蓄
積
を

県
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

報告内容と報告者の顔

①和歌山県教育庁文化遺産課長　藤井保夫氏

　　講演「発掘調査の魅力」

②橋本市教育委員会　大岡康之氏

　　「橋本市あさもよし歴史館施設概要」

③高野町教育委員会　鳥羽正剛氏

　　「金剛峯寺遺跡発掘調査概要

　　　　－大乗院跡駐車場整備事業に伴う発掘調査－」

④紀の川市教育委員会　立岡和人氏

　　「平成17年度紀の川市文化財普及活動の概要」

⑤（財）和歌山市都市整備公社　藤藪勝則氏

　　「井辺遺跡の発掘調査」

⑥（財）和歌山県文化財センター　仲原知之氏

　　「近世石積み堤防の発掘調査

　　　　－県指定史跡水軒堤防－」

⑦（財）和歌山県文化財センター　佐伯和也氏

　　「有田川流域の弥生集落の発掘調査

　　　　－旧吉備中学校校庭遺跡－」

⑧海南市教育委員会　矢倉嘉人氏

　　「海南市における平成17年度調査

　　　　－岡村遺跡・亀川遺跡－」

⑨那智勝浦町教育委員会　土屋孝司氏

　　「本州最南端の前方後円墳　下里古墳整備事業」

⑩県立紀伊風土記の丘　丹野　拓氏

　　「岩橋千塚古墳群　大日山35号墳発掘調査」

①藤井保夫氏 ②大岡康之氏

③鳥羽正剛氏 ⑤藤藪勝則氏

④立岡和人氏　発表風景

⑥仲原知之氏　発表風景

⑧矢倉嘉人氏

⑨土屋孝司氏 ⑩丹野　拓氏

⑦佐伯和也氏



日時：平成18年６月26日（月）～９月29日（金）
開館：10:00～16:30（土日祝は閉館）／入館料は無料
場所：（財）和歌山県文化財センター調査事務所「きのくに歴史探訪館」(海南市築地1-7(TEL073-483-4277))

展示：平成17年度に発掘調査・遺物整理作業・建造物修理事業を実施した遺物などを展示。
　　　【主な展示】　
　　　　　柏原遺跡(橋本市)：方形周溝墓出土弥生土器、太田・黒田遺跡(和歌山市)：弥生土器・石器
　　　　　野田地区遺跡(有田川町)：陶質土器、旧吉備中学校校庭遺跡（有田川町）：朱の付いた標石
　　　　　水軒堤防(和歌山市)：パネル展示
　　　　　福勝寺(海南市)：中世～近代瓦、旧中筋家住宅(和歌山市)：金具、長樂寺(有田川町)：組物
　　　【展示解説】第１回－６月26日（月）13:00～　／　第２回－７月23日（日）13:00～

　

京
奈
和
自
動
車
道
（
紀
北
東
道
路
）
関
連

　
丁
ノ
町
・
妙
寺
遺
跡
、
西
飯
降
Ⅱ
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　
こ
の
二
つ
の
遺
跡
は
、
隣
り
合
っ
て
、

紀
ノ
川
の
北
岸
、
和
泉
山
脈
の
山
裾
に
近

い
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
６
月
に

入
っ
て
本
格
的
な
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

調
査
前
に
は
、
果
樹
園
や
水
田
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
今
は
ま
ず
、
表
土
層
と
新
し

い
時
期
の
耕
作
土
層
を
機
械
で
掘
り
下
げ

て
、
古
代
～
近
世
（
今
後
の
調
査
で
詳
し

い
時
期
を
特
定
し
て
い
き
ま
す
）
の
水
田

を
検
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
田
は
条
里

型
地
割
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
区
画
に
基

づ
い
て
い
て
、
組
織
的
な
大
規
模
開
発
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

遺
跡
が
あ
る
近
辺
の
田
園
は
古
い
時
代
の

景
観
を
よ
く
残
し
て
お
り
、
貴
重
な
歴
史

的
資
料
と
い
え
る
も
の
で
す
。

旧
吉
備
中
学
校
校
庭
遺
跡
（
第
二
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
田
川
町
）

　
昨
年
度
に
続
き
、
５
月
か
ら
公
共
下
水

処
理
施
設
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査
地
点
か
ら

約
100
ｍ
東
方
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
合
計

約
３
千
㎡
を
東
西
二
分
割
し
て
調
査
を
進

め
て
、
現
在
は
前
半
部
分
の
西
側
の
調
査

に
取
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
ま

で
弥
生
時
代
後
期
の
溝
数
条
や
円
形
竪
穴

住
居
２
棟
等
の
他
、
古
代
・
中
世
の
遺

構
・
遺
物
が
見
つ
か
り
つ
つ
あ
る
状
況
で

す
。
特
に
弥
生
時
代
後
期
の
溝
は
、
昨
年

度
の
調
査
や
試
掘
確
認
調
査
か
ら
、
集
落

の
回
り
を
囲
む
環
濠
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
内
外
の
状
況
を
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
弥
生
時
代
後

期
の
集
落
の
様
子
が
あ
る
程
度
判
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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《
編
集
後
記
》
　
調
査
事
務
所
で
、

速
報
展
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
平
日
の
開
館

で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
土
し
た
遺
物
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
仲
原
）

発 掘 現 場 速 報 今年度実施している
発掘調査の速報です
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国
道
４
２国道４２号線沿いにある

レンガ造り風の建物です。
２階までお越しください。

国
体
道
路

国
道
４
２

手前の平らな部分が水田の跡

遺構検出状況

第16回和歌山県文化財センター速報展　紀州の歩み

ち
ょ
の
ま
ち

み
ょ
う
じ

に
し
い
ぶ
り

４

会場（調査事務所）位置図


